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研究成果の概要（和文）：東日本大震災など既往大地震での堤防の被害データを収集，整理した結果，変形ー破壊のパ
ターンと基礎地盤の特性との関係が明らかになった．河川堤防の土を用いた不飽和土の変形特性を室内3軸試験によっ
て明らかにし、多次元の空気―水―土3相系動的有限変形解析の開発を行った．繰り返し特性を考慮できる地盤の構成
式を用いて，液状化を含む動的解析を行い，軟弱粘土地盤の影響を明らかにした。3相系有限変形解析から、堤体内で
の変形の局所化からクラック発生特性を明確になった．河川堤防の被害では地震継続時間は液状化や進行性破壊にとっ
て被害の拡大要因である．粘性地盤上の堤防の強化対策には詳細で高度な動的解析が必要である．

研究成果の概要（英文）：Deformation and failure pattern due to the large earthquakes have been 
investigated and the effect of the ground has been clarified. The deformation characteristics of 
unsaturated soil of levee were studied using the triaxial tests and the FEM numerical codes for the 
air-water-soil three phase dynamic analysis were been developed. Uisng the developed new method, we have 
clarified the deformation and strain localization characteristics of levee on the clayey ground. The 
duration time of earthquake is an important factor of the disaster of levee due to large earthquakes. For 
the construction of infrastructure to prevent disaster of the river embankments,we need the dynamic 
analysis of levee using the new analysis method developed in this study.

研究分野：地盤力学
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１． 研究開始当初の背景 
 
平成 23年の 3月 11月に発生した東北地方

太平洋沖地震は広範囲に堤防の被害をもた

らした．中でも，宮城県，茨城県では大き

な被害であった．宮城県，岩手県，青森県

では，河川管理箇所で 1195 箇所，堤防は

773 箇所に及ぶ被害をうけた．宮城県では

軟弱な基礎地盤上，特に下部に厚い粘土層

がある場合に大きな被害が発生している．

このような形態は，宮城県沖地震，十勝地

震などでもみられているが，その原因には

依然として不明な点が多く，その解決が強

く求められている．被害形態を整理し，そ

のメカニズムと堤防基礎のみでなく，堤体

の変形破壊の実態を明らかにし，対策工法

の確立を目指すことが重要な課題である． 

これらの地盤で特徴的なのは，堤防下部に

厚い軟弱粘土地盤があることである．この

粘性土地盤の影響はこれまで指摘されてき

ているが，明確になっていない．このため，

適切な対策法の決定が合理的にされていな

い．  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，巨大地震時の堤防の軟弱

粘性土上の河川堤防の―変形破壊メカニズ

ムとその強化法を明らかにすることである． 
 
３．研究の方法 
１）東日本大震災など大地震での堤防の変

形や崩壊のデータを収集，整理する. 

２）堤防堤体及び下部基礎地盤の変形･強度

特性を明らかにすることを目的に実際

の河川堤防の土を用いた不飽和土の変

形特性を，変形，間隙水圧，間隙空気

圧について室内 3軸試験によって明ら

かにする． 

３）空気―水―土 3相系動的有限変形解析

の開発を行う． 

４）繰り返し特性を考慮できる地盤の構成

式を用いて，液状化を含む動的解析を

行い，液状化のみでなく軟弱粘土地盤

の影響を明らかにする．  

5）地震特性の影響 

液状化や進行性破壊に対する地震の継

続時間の影響を明らかにする．  

 ６）今後の研究と防災対策への提言. 
４．研究成果 

１）東日本大震災および既往の大地震での堤

防の変形や崩壊のデータを収集,整理した． 

  その結果, 地震時変形－破壊のパターン

と河川堤防―基礎地盤の特性との関係

を明らかにした． 

２）堤防堤体及び下部基礎地盤の変形･強度

特性を明らかにすることを目的に実際

の河川堤防の土を用いた不飽和土の変

形特性を,変形, 間隙水圧, 間隙空気圧に

ついて室内三軸試験によって明らかに

した．さらに, X 線-CT を用いて不飽和

土の変形時における微視的な構造の変

化を明らかにした． 

３）空気―水―土 3相系動的有限変形解析の

開発を行った．開発したプログラムは 2

次 元 と 3 次 元 解 析 用 で あ る ；

COMVI2D-DY ,COMVI-3D-DYである． 

４）繰返し特性を考慮できる地盤の構成式を

開発した．今後, 液状化のみでなく軟弱

粘土地盤の影響を明らかにすることが

可能となった．解析においては, これま

での研究のような基礎地盤のみでなく, 

堤防堤体の変形-破壊特性を明らかにす

るため, 堤防堤体の不飽和部については,

不飽和特性を考慮した構成式を開発し

た．その結果, 空気―水―土 3 相系有限

変形解析が可能となった． 

５）軟弱粘性土上の河川堤防の地震応答解析

を行い, 変形の局所化帯に注目した変形の

パターン, 変形量やサクション, 骨格応力

などの分布を明らかにした．特に変形の局

所化に関しては, 兵庫県南部地震のような

強地震時にクラックに発展するひずみの



局所化帯が堤防内部方向に向かうことを

明らかにした．この結果は, 1993年北海道

南西沖地震で後志利別川の堤防が受けた

パターンに類似のものである．このパター

ンの再現は今回の研究で初めて明らかに

なった． 

  堤防内部での飽和帯の存在の影響を明

らかにした．堤体とその直下の基礎地盤で

の飽和砂の存在によってより沈下卓越の

変形モードとなる． 

地震特性の影響については, 兵庫県南部

地震と最大加速度は相対的に小さいが継

続時間の長い東北地方太平洋沖地震でえ

られた波形を用いた．その結果．波形によ

って変形モードは強い影響を受けること

が明らかになった． 

６）今後の課題と提言 

 １．実験に関しては．三軸圧縮試験のみで

なくねじり試験など多様な応力状態で

の繰り返し載荷時の挙動を不攪乱自然

土に対して実施する必要がある．それに

基づいて, 現在の構成モデルを改良する

必要がある． 

２．解析法で用いる構成式については, 特

に異方性や中間主応力などの効果を正

確に取り入れ構成式をより一般化し, 繰

り返し載荷時の自然地盤の挙動を再現

する必要がある． 

３．動的応答解析では．継続時間の長い地

震動に対して, 不均質な堤体のパターン

に対する解析が必要である． 

４．豪雨が多発する現在では．豪雨時や豪

雨直後の降雨と浸透を考慮した地震時

の挙動を解析し, 河川堤防の強化をはか

る必要がある． 

５．巨大地震時の堤防の安定性を検討する

ためには、本研究で開発したような高度

な解析法を用いる必要がある。 

本研究で開発した手法を用いて種々の基

礎地盤―河川堤防系の解析を行い, 災害予測

法の高度化を進めるとともに, 種々の河川堤

防の強化法（堤体の改良．補強土工法による

堤体の強化．基礎地盤の改良．杭基礎など）

を解析し．場所や境界条件にふさわしい強化

法を採用する必要がある．また．新たな強化

法の開発することが期待される． 
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